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【はじめに】 

ICRPが2011年に発表した声明における眼の水晶体の線量限度の大幅な引き下げを背景に、水晶体被ばく

線量評価に関する研究が盛んに行われている。さらに2021年4月より日本においても線量限度が改正され、水

晶体の線量管理が重要となっている。特にX線透視（特にIVR）については線量限度超過の可能性が高く、多く

の研究報告がなされている。一方核医学検査については職業被ばくのリスクが高い検査であるにもかかわらず、

水晶体被ばくに関する研究論文は少ない。そのため本研究では、PET検査とその他RI検査における放射線技

師の水晶体被ばく線量を測定した。なお本研究は調査報告の少ない3 ㎜線量当量での長期間の測定と、水量

体近傍での測定とガラスバッジでの測定の比較を目的として行った。 

 

【方法】 

核医学検査をPET検査とその他RI検査に分け、計10人の放射線技師を対象に水晶体線量を6か月間測定し

た。線量計は左眼の水晶体近傍に水晶体用線量計（DOSIRIS™）、左頸部にガラスバッジを装着した。さらに1年

あたりの水晶体線量を推定し、線量限度を超える検査数について検討した。またDOSIRIS™とガラスバッジの測

定値、それぞれの線量計の測定値と検査数、それぞれの線量計の測定値とPET薬剤の投与量の関係について

も検討した。 

 

【結果】 

DOSIRIS™の測定値で評価した場合、1年あたりの水晶体推定線量はPET検査で0.65 mSv/年、RI検査で1.05 

mSv/年となった。さらにPET検査では26419件/年以上、RI検査では12637件/年以上の検査を行うと線量限度で

ある20 mSv/年を超えるという結果となった。またDOSIRIS™とガラスバッジの測定値には一定の相関がみられた

が、ガラスバッジでは線量を過小評価する傾向があった。なお線量計の計測値と検査数及び線量計の計測値と

PET薬剤の投与量の間に正の相関は見られなかった。 

 

【考察】 

年間の水晶体推定線量はＰＥＴ検査およびその他RＩ検査どちらにおいても線量限度を大きく下回る数値とな

った。さらに線量限度を超過する件数から判断しても、線量限度を超過する可能性は低いと考える。また水晶体

線量と放射線技師が実施した件数および水晶体線量と患者への薬剤投与量には正の相関は見られず、水晶

体線量は件数や薬剤投与量にあまり依存しないことが分かった。そのため主な水晶体被ばくの主な要因は患者

への接近や薬剤（核種）の違いなどほかにあると考えられる。 

 

【まとめ】 

本研究の結果より核医学検査に従事する放射線技師が水晶体等価線量限度である20 mSv/年を緒化する可

能性は低いことが示された。しかし被ばくに対する意識の低い施設ではさらに高い線量になることが予想される。

件数や薬剤の投与量と水晶体被ばくの関係性はあまり大きくなく、ほかの被ばく要因については今後の検討課

題である。さらにガラスバッジでの過小評価の原因についても検討していきたい。 
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